
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３２０１

若手研究(B)

2015～2013

朝鮮語漢文訓読資料(釈読口訣資料)の飛躍的解読研究

An advanced study of Korean Hanmun Hundok (So~ktok Kugyo~l) materials reading

８０５５３１１４研究者番号：

上保　敏（JOHO, Satoshi）

富山大学・人文学部・准教授

研究期間：

２５７７０１４５

平成 年 月 日現在２８   ６ １４

円     2,300,000

研究成果の概要（和文）：本研究は，釈読口訣資料における口訣の懸吐された漢字について，漢文訓読の伝統は15世紀
中葉の訓民正音創制以後に刊行された諺解資料に引き継がれているのではないか，という前提のもと，それら諺解資料
における漢文原文に対する諺解様相に立脚して，その読法を考察したものである。その結果，釈読口訣資料における訓
読の様相は，15世紀末期以降に刊行された非仏教系(儒教系)の諺解資料と多くの類似点が見られ，これらの諺解資料が
釈読口訣資料の読法を考察していく上で重要な位置を占めていることがわかった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we researched how to read Hancha(漢字) with Kugyo~l(口訣) markings 
in So~ktok Kugyo~l(釋讀口訣) materials based on the premise, that the tradition of Hanmun 
Hundok(漢文訓讀) has been succeeded to O~nhae(諺解) materials since the mid-15th century, the 
promulgation of Hunmin Chyo~ngu~m(訓民正音), and based on O~nhae(諺解) system in these O~nhae(諺解) 
materials. As a result, it became clear that Hundok(訓讀) systems of So~ktok Kugyo~l(釋讀口訣) materials 
have much resemblance to the Non-Buddhist(Confucian) O~nhae(諺解) materials since the end of 15th 
century, and these O~nhae(諺解) materials occupy an important position to consider the reading methods of 
So~ktok Kugyo~l(釋讀口訣) materials.

研究分野：朝鮮語学

キーワード： 言語学　朝鮮語学　漢文訓読
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１．研究開始当初の背景 
(1) 朝鮮半島でも漢文訓読が行われていた 
 現代朝鮮において，漢文を読む際には，と
ころどころに口訣あるいは吐とも呼ばれる
朝鮮語の助詞や語尾類を挿入して句読を切
りつつも，漢文原文に現れる各漢字を朝鮮漢
字音でもって上から順番に 1字ずつ直読をす
る。日本の漢文訓読のように，語順を入れ替
えて朝鮮語の語順で読むこともなければ，
個々の漢字を訓読する習慣もない。 
 ただし，朝鮮半島においてもかつて漢文訓
読が行われていたことは，歴史書である『三
国史記』[1145 年]や『三国遺事』[13 世紀後
半]等の記録により推定されてきたところで
あり，1973 年に『旧訳仁王経』が発見され
たことにより，名実共に立証されるに至った。
その後，朝鮮語漢文訓読資料(釈読口訣資料)
は，高麗時代のものと信じられる資料として
主要なものが 5種ほど発見されており，それ
らについてはさまざまな研究が為されてい
る。また漢文訓読は李朝時代においても為さ
れていたことが，安秉禧(1976)や南豊鉉・沈
在箕(1976)，藤本幸夫(1992，1993)などの諸
研究により指摘されており，李朝時代中期の
実際の資料も数点ながら報告されている。さ
らに 2000 年には，角筆による漢文訓読資料
(点吐口訣資料)も発見され，この方面の研究
はますます活発に為されているところであ
る。 
 
(2) ただし，資料の解読は未だ困難を極めて
いる 
 それにもかかわらず，釈読口訣資料の解読
は，『旧訳仁王経』の発見後 40年近く経過し
た現在に至っても，未だ満足いく成果を収め
ていないのが実情である。その理由としては，
日本の漢文訓読に見られるような①残存資
料の分量の豊富さ，②漢文訓読の読法を記し
た古辞書類の伝承，③漢文訓読自体の現代ま
での継承，などの好条件を，朝鮮においては
ことごとく欠いている点が大きいように思
われる。それ故に，従来の国内外の研究でも
その読法を断定するにはほど遠い状況が続
いており，十分な根拠の薄い読法案が種々発
表されているのが実情である。 
 
(3) 本研究代表者は，ハングル資料との関わ
りを追求してきた 
 本研究代表者は，こうした状況を克服すべ
くさまざまな研究を推し進めてきたが，その
中でとりわけ注目してきたのが，ハングル資
料であった。15世紀中葉のハングル創制以後，
数多くの文献がこの新文字によって記録さ
れたが，その大部分が諺解資料と呼ばれるも
のである。諺解資料は，主として仏教や儒教
の経典を朝鮮語に翻訳した翻訳資料にあた
るものであるが，漢文原文にハングル口訣を
施した口訣文とその朝鮮語訳である諺解文
が常に併記される様式が原則である。従来の
国内外の朝鮮語学研究では，こうした諺解資

料に対し，諺解文を漢文原文の単純な翻訳文
とのみ見なし，両者の関係性をそれ以上深く
追求するものが見られなかった中，本研究代
表者は，諺解文を漢文訓読の結果による書き
下し文と見なす，という，従来の研究に見ら
れない観点を導入することにより，漢文訓読
のさまざまなあり方を，諺解資料をもとに再
構する研究を執り行ってきた。2012 年 7 月
には，この研究により東京大学より博士学位
を授与されたところでもある。 
 いま，こうした観点からの研究をさらに躍
進させ，釈読口訣資料の読法の断定へと進ん
でいくのが，『旧訳仁王経』の発見後 40年近
く経過した朝鮮語漢文訓読資料の研究，なら
びに朝鮮語史研究において，きわめて急務な
課題となっている。 
 
 
 
２．研究の目的 
 その上で，本研究では，高麗時代の釈読口
訣資料において，口訣の付された個々の漢字
の読法を具体的に明らかにしていくことを
最大の目的とした。その際，釈読口訣資料に
見られる漢文訓読の伝統は，15世紀中葉の訓
民正音創制以後に刊行された諺解資料に引
き継がれているのではないか，という前提の
もと，それら諺解資料における漢文原文に対
する諺解様相に立脚して，その読法について
考察した。 
 
 
 
３．研究の方法 
 上記の目的のために，本研究では以下の 3
点について，年次ごとに計画的に実施するこ
ととした。 
 
(1) ハングル資料をもとにした漢文訓読の読
法の分析 
 先に述べたように，諺解資料の諺解文を漢
文訓読の結果による書き下し文と見なすこ
とにより，15世紀中葉のハングル創制以後に
刊行された諺解資料をもとにして，当時の漢
文訓読の読法を解明する作業をする。本研究
代表者は，これまでの研究で 15 世紀中葉の
仏教系の諺解資料については分析を進めて
きているため，本研究期間には，特に 15 世
紀末期以降の儒教系(非仏教系)の諺解資料に
ついて，データ化および分析を推し進めた。 
 
(2) 朝鮮語漢文訓読資料(釈読口訣資料)に書
き込まれた口訣のデータ化 
 高麗時代の釈読口訣資料の読法の考察の
ための基礎的な作業として，同一漢字に見ら
れる種々の口訣の書き込みについてデータ
化し，その索引を作成した上で，考察を進め
る。これは，釈読口訣資料の読法の考察の上
できわめて基礎的な作業であるにもかかわ
らず，従来の研究で，体系的に執り行われた



ことがなかった。 
 
(3) 朝鮮語漢文訓読資料(釈読口訣資料)の読
法の考察 
 上記の(1)と(2)をつき合わせ，釈読口訣資料
の読法の考察へと研究を推し進めた。その際，
従来より進めてきた仏教系の諺解資料の読
法も参照しつつ，本研究期間に重点的に実施
する(1)の分析結果を重要視して，釈読口訣資
料の読法の考察を進めていった。その際，朝
鮮語史のその他さまざまな資料や研究，日本
の漢文訓読研究の成果などを参照するのは
言うまでもないことである。 
 
 これらの作業を，コンピュータソフトウェ
アの活用，原本調査の実施，内外の著名な研
究者との研究情報の交換，関連する研究図書
の参照等をもって，多角的に執り行った。 
 
 
 
４．研究成果 
 本研究では，先に述べたごとく，釈読口訣
資料に見られる漢文訓読の伝統は，15世紀中
葉の訓民正音創制以後に刊行された諺解資
料に引き継がれているのではないか，という
前提のもと，それら諺解資料における漢文原
文に対する諺解様相に立脚して，その読法の
考察を執り行った。ただし，研究を執り行う
中，資料の量が膨大であることが判明したた
め，中でも，末音添記や全訓読表記が為され
ている語，とりわけ副詞語のいくつかの語に
注目をするとともに，併せて 15 世紀中葉以
降のハングル資料との関連性についても力
点を置くこととした。その結果は，次のよう
に要約することができる。 
 
(1) 高麗時代の釈読口訣資料と 15 世紀中葉
以降のハングル資料，さらには 16 世紀以降
においても，一貫して同一の読み方がされて
いるもの(「況」，「當」，「亦」など) 
 これらの漢字は，時代，資料の種類を問わ
ず，一貫して同一の読み方がされているもの
であり，その点において，それらの読法が当
該漢字に対する訓として固定化しており，訓
の連続性が確認できるものであると言える。
言い換えると，本研究の基本的方法論である
ハングル資料をもとにした釈読口訣資料の
読法の考察が，当たり障りなく有用に行うこ
とのできる例であると言え，読法の推定も，
比較的容易に執り行うことのできるもので
あった。 
 
(2) 高麗時代の釈読口訣資料と 15 世紀末期
あるいは 16 世紀以降のハングル資料との間
で共通した読み方が確認できるのに対して，
15世紀中葉のハングル資料では，これとは異
なる読み方がされている，または 15 世紀中
葉のハングル資料にはその読み方がまった
く見られないもの(「與」，「及」)，「各」，「更」，

「共」，「幷」など) 
 これらの漢字は，基本的に高麗時代の釈読
口訣資料と 15世紀末期あるいは 16世紀以降
の諺解資料とで共通した読み方が確認でき
るのに対して，15 世紀中葉の諺解資料では，
これとは異なる読み方がされているもので
ある。なかには，釈読口訣資料と 15 世紀末
期あるいは 16 世紀以降の諺解資料とで共通
した読み方が確認できるのに対して，15世紀
中葉の諺解資料にはその読み方がまったく
見られないものもあった。すなわち，先の(1)
の例に見た漢字とは異なり，時代，資料の種
類を問わず，一貫して同一の読み方がされて
いるものとは言えず，その連続性が認められ
ないものである。従って，本研究の基本的方
法論である諺解資料をもとにした釈読口訣
資料の読法の考察を行う際に，資料の取り扱
いについて注意を要する例であると言える。 
 
(3) 15世紀中葉の資料はほとんどが仏教系の
資料であるのに対して，15 世紀末期，及び
16 世紀以降の資料は儒教などの非仏教系の
資料が多くなる 
 こうした現象をどのように捉えたらよい
かは難しいところであるが，ここで，15世紀
中葉の諺解資料はほとんどが仏教系の資料
であるのに対して，15世紀末期，及び 16世
紀以降の資料は儒教などの非仏教系の資料
が多くなる，という点に注目したいと思う。
つまり，仏教系と非仏教系との間のやや異な
る言語使用，さらに言えば，やや異なる漢文
訓読の伝統が，時代を異にして現れた，と考
えるのである。 
 もちろん，(1)で見た「況」，「當」，「亦」の
ように，釈読口訣資料の読み方が 15 世紀中
葉の仏教系の諺解資料と共通しているもの
もある。ただし，これらは，15世紀中葉の仏
教系の諺解資料と 15 世紀末期以降の非仏教
系の諺解資料とでも，基本的に共通した読み
方がされるものである，という点を看過して
はならないだろう。 
 いずれにしても，釈読口訣資料の読法を考
察していく上で，15世紀末期以降の非仏教系
の諺解資料が非常に重要な位置を占めてい
る，という点は，明らかになったと言える。
さらに，今後，釈読口訣資料の読法を考察し
ていく際には，偏に，15世紀末期以降の非仏
教系(儒教系)の諺解資料を参照する必要があ
ろうと考えられる。 
 
(4) 朝鮮語漢文訓読系討論へ 
 近年，釈読口訣資料に関する研究が深化す
る中，その系統を分別することの重要性につ
いては，しばしば指摘されてきた。たとえば，
華厳経系統，瑜伽師地論系統などがそれであ
る。また，こうした系統については，角筆に
よる釈読口訣資料の解読を進める中でも，積
極的に援用されてきた。 
 ただし，この系統という点に着目するので
あれば，15世紀以降の諺解資料との関係，と



いう点においても，系統を考慮すべきでない
かと思われる。その点，釈読口訣資料が，と
りわけ，15世紀末期以降の非仏教系(儒教系)
の諺解資料と深い関連性を認め得る点につ
いては，今後，より多くの用例を検討しつつ，
検証すべき課題であると考える。 
 今後も研究期間に得られた知見やデータ
をもとに，朝鮮半島にかつて存在した漢文訓
読について，幅広い視点から接近し，特に「朝
鮮語漢文訓読系討論」を新たに築き上げてい
く計画である。また，本研究の成果は，本務
校の学部及び大学院における朝鮮語学関連
の専門教育にも積極的に還元する予定であ
る。  
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